
■エリア毎の誘導施策 

第５章で設定した誘導施策について、本市の土地利用特性とＰ２７で整理した都市機能へのアクセス性を評価したＡ～Ｄ及びその他のエリアの居住誘導区域において、エリア毎の誘導施策を整理する。 

土地利用 課題 目指す姿 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ その他 

中心市街地 

・人口減少・高齢化の進行 

・消費活動や移動の減少に伴

う都市機能の低下 

・都市の賑わいや活気の低下 

・空き家・空き地や駐車場など

低未利用地の増加による生活

環境の悪化 

・市内外から多くの人が訪れ、学

び、働き、楽しみ、交流するための

都市機能が集積している 

・土地の高度利用や再開発の誘導

により都心居住が促進されている 

・駅周辺整備に伴い民間投資が促

進されている 

     

 富田周辺 

・敷地面積の狭く狭隘な道路

も多い区域の存在 

・周辺道路における渋滞の発

生 

・鉄道の利用環境の向上などにより

交通結節機能が強化されている 

・土地の高度利用や再開発の誘導

により都心居住が促進されている 

     

臨海部の 

既成市街地 

・ 

居住誘導を図る

住工混在区域 

・人口減少・高齢化の進行 

・敷地面積が狭く狭隘な道路

や旧耐震建築物が多い区域

の存在 

・公共交通や生活ｻｰﾋﾞｽの維

持 

・生活道路の確保などにより便利で

快適な住宅市街地として再生され

新たな住宅の供給が図られている 

・子育て世帯など新たな世代の誘

導により若い世代から高齢世代ま

で多世代が住むまちになっている 

     

郊外住宅団地 

・ 

内陸部の 

既成市街地 

・人口減少・高齢化の進行 

・公共交通や生活サービスの

利便性の確保 

・空き家・空き地などの増加に

よる生活環境の悪化 

・良好な居住環境の維持とともに

子育て世代など新たな世代の誘導

により若い世代から高齢世代まで

多世代の住むまちになっている 

・空き家・空き地などの利活用が進

んでいる 

 

     

農住混在 

・道路密度が低く狭隘な道路

の割合が高い 

・都市農地の減少 

・環境と調和した一定のゆとりのあ

る居住環境が形成されている 

     

 ■中心市街地の都市機能の高度化・集約化 
○リニア時代に相応しいゲートウエイの整備 
○中心市街地の回遊性の向上 
○働き・学び・楽しみ・交流する機能を誘導 
・近鉄四日市駅周辺等整備事業 
・中心市街地拠点施設整備事業 
○都市型産業・知的産業の誘導 

■都心居住の促進(高度利用) 
○土地の高度利用や再開発の誘導 

○交通結節機能の強化 
・駅前広場、ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ、ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ整備 
○まちなかを回遊する移動手段の強化 

■若い世代の居住誘導と居住環境の向上 
○旧耐震木造家屋密集区域などの居住環境の
面的再編 
○空き家・空地を活用した良好な住空間の形成 
○建替えやリノベーションの誘導 
○遊休地を活用した公園の再編などによる居住
環境の向上 

■居住の誘導を図る区域の居住環境の向上 
〇ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ機能を有する都市農地の保全と、環境と調和したゆとりある居住環境の形成 

■都心居住の促進(高度利用) 
○土地の高度利用や再開発の誘導 

○交通結節機能の強化 
・駐輪場整備 
○輸送力の強化 

○鉄道駅の利用環境向上 
・駅前広場整備 

○基幹バスの維持・再
編・利用環境の向上 

○バスの維持・再編 
○その他交通手段による移動手段の確保 

■若い世代の居住誘導と居住環境の向上 
○空き家・空地を活用した良好な住空間の形成 
○建替えやリノベーションの誘導 
○遊休地を活用した公園の再編などによる居住環境の向上 

■若い世代の居住誘導と居住環境の向上 
○旧耐震木造家屋密集区域などの居住環境の面的再編 
○空き家・空地を活用した良好な住空間の形成 
○建替えやリノベーションの誘導 
○遊休地を活用した公園の再編などによる居住環境の向上 

○鉄道駅の利用環境向上 
・駅前広場整備 

■生活サービス機能の維持 
○医療と福祉が連携した市独自の 
包括ケアシステムの維持・充実 

○宅配機能を有する買い物機能の維持 
○子育て機能の維持・充実 
○コンビニエンスストアにおける行政サービスの提供 
 
■安全安心な居住環境の実現 
○災害リスクの高くない区域への居住の誘導 

■ストックとしての住宅の有効活用 
○子育て世帯や学生などの住まいとして空き家を活用 

■リニア時代を活かした既存住宅地の再生 
○広域幹線道路ネットワーク周辺の住宅地の価値向上 

都市機能誘導施策 居住誘導施策 ネットワーク施策 凡例 

○基幹バスの維持・再
編・利用環境の向上 

○バスの維持・再編 
○その他交通手段による移動手段の確保 

○鉄道駅の利用環境向上 
・駅前広場整備 

○バスの維持・再編 
○その他交通手段による移動手段の確保 

○広域幹線道路を活かした交通利便性の向上 



四日市市 
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誘導施策位置図 中心市街地 



四日市市 
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誘導施策位置図 富田周辺、塩浜周辺 



四日市市 
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誘導施策位置図 既成市街地 



四日市市 
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誘導施策位置図 既成市街地（臨海部） 



四日市市 
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誘導施策位置図 既成市街地+商業業務地+住工混在 



四日市市 
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誘導施策位置図 郊外住宅団地 



四日市市 
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誘導施策位置図 宅地と農地の混在地域 
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第４回立地適正化計画検討会議資料に対する意見 

 

 7/12 開催の第４回立地適正化計画検討会議に出席できず、誠に申し訳ありません。事前に頂いた会議資料

について、以下の意見がありますので、ご検討くださるようお願いいたします。 

 

 市街化区域内のいわゆる「スプロール地区」（面的市街地整備事業が実施されておらず、道路や公園の水準

が相対的に低く、宅地や農地、駐車場、資材置き場等が混在している地区）は、居住誘導区域に含めるべき

ではないとの意見を以前から申し上げておりましたが、その意見に変わりません。 

 

 中心市街地には多くの低未利用地があり、また、郊外の計画住宅地でも今後空き地や空き家が発生するこ

とが予想され、これまでせっかく都市基盤整備に投資してきた市街地が有効に活用されない事態が起こるこ

とを心配しています。安価な土地が手に入りやすいスプロール地区で引き続き新しい住宅が供給されると、

しばらくは、それらの地区の人口・世帯数が増加し、商業施設や公共サービスもそれらの人口をターゲット

としたものが必要となります。つまり、人口や都市機能の集積が中心からスプロール地区へとシフトしてい

きます。その結果、中心市街地や計画住宅地の空洞化が進むことが考えられ、これは、公共交通をサポート

したり、歩いて暮らせる街を形成したりしていこうとする都市づくりの全体方針に反すると思います。むし

ろ、中心市街地や計画住宅地の空洞にインフィル開発を誘導すべきだと思います。 

 

 近年、都市農地は市街地に必要なものとして認識されていますので、スプロー地区では、これ以上の人口

を誘導せず、都市農地を積極的に保全し、オープンスペースに囲まれた「農ある暮らし」を実現する「緑農

住まちづくり」が求められています。ちなみに、東京都も、私を含む研究グループが推進する「緑農住まち

づくり」研究を支援しております。 

 

 以上のように、スプロール地区を居住誘導区域に含めることには賛成しかねますが、もしスプロール地区

を居住誘導区域に含める場合は、そこにどのような居住環境を誘導していくのかを明確にし、それが、中心

市街地や計画住宅地の空洞化を招かないことを説明する必要があるように思います。また、そのような居住

環境を実現するための施策（例えば、田園住居地域や地区計画の導入、都市農地を保全して農家や市民によ

る耕作をサポートする制度の構築）を合わせて打ち出すべきだと思います。 

 

2019.7.11 村山顕人 


